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高等学校における科学的探究力の育成を目指した STEAM教育の実践 

～1学期間の活動を通して～ 

池 恩燮＊, 小林優子＊＊ 

大分県立大分舞鶴高等学校＊, 筑波大学大学院・日本学術振興会特別研究員 DC＊＊ 

 

昨今、Society5.0の社会を生き抜く人材の育成として高等学校での STEAM教育の必要性が述べら

れているが、高等学校で実施されている STEAM 教育の実践事例は少ない。そこで、発表者が勤務す

る高等学校では、本年度から STEAM教育への挑戦とその実践事例の普及を図っている。1学期間は、

特に理科(物理)×数学×情報分野の構造化された課題研究を行い、その中で生徒は、仮説の設定を

通して変数を意識し、実験のデータを振り返る中で実験を再設計し、数理モデルを作成する中で物

理や数学で学んだ知識を関連付けていた。 
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1. 背景と目的 

 

近年、急速な科学技術の進歩にともない、グローバ

ル化の加速、人工知能や IOT などの先端技術の利用

が進む中で、社会が大きく変革している。このような

時代の中で、教育現場では、新たな時代の中で社会を

生き抜く人材の育成が重要な課題となっている。新

たな時代を生き抜く人材像として、平成 30年 6 月に

まとめられた「Society5.0 に向けた人材育成」では、

共通して求められる力として、①文章や情報を正確

に読み解き、対話する力、②科学的に思考・吟味し活

用する力、③価値を見つけ生み出す感性と力、好奇

心・探究力としている。また、これらの力を育成する

方法の１つとして、高等学校で STEAM 教育をすべて

の生徒に学ばせる必要があるとも述べている。しか

しながら、現在の高等学校教育において、STEAM 教育

の実践事例やそれを行う為の指導案等は非常に少な

い為、STEAM 教育を行うことは教育現場では困難な状

態である。そこで、発表者が勤務する高等学校では、

手探りながら、STEAM 教育に挑戦し、他校においても

実施可能な STEAM 教育の実践事例や指導案の開発を

行っている。本発表は、発表者が勤務する高等学校に

おける 1 学期間の STEAM 教育の実践事例の紹介とそ

の中での生徒の学びの様子とその中での変容を紹介

する。 

 

2. 実践内容 

 

2.1. STEAM教育に関わる教育過程 

発表者の勤務校である大分県立大分舞鶴高等学校

は、令和 2 年度より文部科学省からスーパーサイエ

ンスハイスクールの第 4 期の指定を受けた。それに

伴い、学校設定科目として、第 1 学年 8 クラス(320

名)を対象に「舞 STEAMs」と呼ばれる 1単位の STEAM

教育を実施する授業を開講した。なお、授業は、2名

の教員よるティームティーチングで行われている。 

2.2. 舞 STEAMsの年間計画 

本授業は、5つのユニットと呼ばれる単元で構成さ

ている。その構成は、表 1 に示す通りであり、ユニ

ットⅠ～Ⅳは、STEAM教育の中核となっている教科横

断的な取組みとなっている。また、いずれも構造化さ

れた問題解決型学習(ミニ課題研究)であり、7時間前

後で完結するという特徴がある。その為、ユニットの

うち、１つだけを行うといったことも可能である。し
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かし、一方で連続的に行うことで、より高い教育効果

が期待できるカリキュラム設計にもなっている。 

表 1：年間計画 

 

 

 

 

2.3. ﾕﾆｯﾄ 0 オリエンテーション 

ユニット 0は、1時間で行われた。主な内容は、「科

学と何か？」という点を生徒に問うことで、これから

行うユニットⅠ以降をどのような視点で学習を認識

していくべきかを伝えた。 

2.4. ﾕﾆｯﾄⅠ ｽﾄﾛｰの長さとﾏｯﾁ棒の飛距離の関係 

ユニットⅠは、主に物理・数学・情報分野の要素を

持ち、ストローの長さとストローから発射されたマ

ッチ棒の飛距離の関係を実験し、その結果を分析・考

察し、結論を出す構造化された課題研究を行った。こ

のユニットⅠは、表 2 の通りに行った。また、生徒

が「理解する」・「できよ」ようになることとして、表

3で示す 4つのことを目標とした。加えて、生徒にス

トローの長さとマッチ棒の飛距離の関係を数理モデ

ルで示すように課題を提示した。 

表２：授業計画 

 

 

 

 

 

 

表３：生徒が「理解する」・「できる」ようになること 

 

 

 

2.4.1. 探究との関連について 

図１に示すような探究活動の流れを意識させた。

また、仮説の設定においては、中村(2018)が示した手

法を基に変数に注目し論理的な仮説設定の手法を試

みた。それにより、今後の探究活動への活用を期待し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：探究活動の過程 

2.4.2. 物理との関連について 

水平投射・加速・エネルギーなどの様々な面で関連

を持つ。実際、生徒は本ユニットの実施中に水平投射

などの学習を物理基礎で行っていた。しかし、本授業

では、生徒たちが自ら考え自身の最適解を導くこと

が大切であると考えるため、これらの学習したこと

を活用することは促さなかった。 

2.4.3. 数学との関連について 

3 時間目以降から実験の測定数値をもとに数理モ

デルの作成を行わせた。 

2.4.4. 情報との関連について 

3 時間目以降から各班に 1台 iPad を配布し、利用

を許可した。利用については、アプリのインストール

の禁止以外は、特に制約を設けなった。また、実験で

の測定値を分析するための方法の１つとして iPadに

インストールされている Numbers と Excel の使用に

ついて簡単なサポートを行った。 

 

3．生徒の学びの様子とその中での変容 

 

ユニットⅠにおいてそれぞれの時間で生徒に次の

ような様子が見られた。 

3.1. 1時間目 

仮説を立てるときに変数を用いることについては、

ユニット名 関連教科

ﾕﾆｯﾄ0 オリエンテーション ―

ﾕﾆｯﾄⅠ ストローの長さとマッチ棒の飛距離の関係 物理×数学×情報

ﾕﾆｯﾄⅡ 天然染料での染色~赤をめぐる研究~
家庭科×美術×化学×

地歴公民×情報

ﾕﾆｯﾄⅢ スポーツ科学 体育×数学×情報

3学期 ﾕﾆｯﾄⅣ IOT×マスク 理想のマスク作り すべての教科

1学期

2学期

①課題研究について理解し、その流れを具体的にイメージできる。

②課題研究を行うときに仮説を設定できる。

③グラフを用いて結果(データ)を分析し、分析結果から科学的に結論を導きだせる。

④ポスターセッション用の科学的なポスターを作れる。

時間 授業内容 関連分野

1 ・課題研究の流れについて　・仮説の設定 探究

2 ・実験の実施 理科(物)

3 ・実験データの処理と分析　・追実験の検討

4 ・追実験の実施　・実験データの処理と分析

5 ・ポスターの作成について　・ポスターの作成

6 ・ポスターの作成

7 ・ポスターの発表　・まとめ

理科(物)
数学・情報

全ての
教科・科目
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こちらが想定していた以上に生徒は順応し、ワーク

シート上で論理的にいくつかの仮説を立てていた。

しかし、以降の授業の様子から実際に調査・実験を行

ったり、分析・考察を行う様子を観察すると変数とい

う概念を十分に理解できていないことが見取れた。 

3.2. 2 時間目 

「マッチ棒をストローから押し出す人が変わって

いいの？」や「ストローを長くするとストローの先が

揺れてしまう・・・」などの発言が実験中に聞かれ、

変数以外の条件を整えようと努力する様子が観察さ

れた。しかし、問題は発見したもののこれらの課題を

十分に解決しないまま実験を行っている班が多かっ

た。班によっては、マッチ棒を遠くに飛ばすことが目

的に変わってしまっている班も見られた。 

3.3. 3 時間目 

2 時間目の実験データの処理と分析を行わせる中

で、実験の信ぴょう性と妥当性について改めて自己

評価をさせた。これによって 2 時間目の実験方法の

改善を考える班や、新たな実験を行うことで必要な

実験データを補足しようとする班が観察された。実

験データの処理においては、iPad を積極的に使う班

が多かった。主には、電卓機能・表計算機能(Numbers・

Excel)であった。しかし、多くの班がグラフの横軸を

実験回数、縦軸をマッチ棒の飛距離とし、縦軸と横軸

を正しく決めることが出来ないでいた。これは、3.1.

で述べたように変数という概念を十分に理解できて

いないために起きたと考えた。 

3.4. 4 時間目 

全ての班が実験方法の改善を行っていた。主な改

善は、マッチ棒を発射する空気入れとストローの安

定性の向上であった。他に一部の班は、ストローを切

断し、前回の中間の長さのストローでマッチ棒の飛

距離を測定していた。結果の分析では、改めて実験の

信ぴょう性と妥当性を確認し、大きく測定値が異な

るものについての判断や、ストローが 0 本だとマッ

チ棒の飛距離はどうなるかの判断などの深い議論を

行う班もあった。 

3.5. 5～7時間目 

実験の分析結果や考察・結論をまとめる中で深く

思考する様子が観察された。特徴的だったことは、実

験の数値から数理モデルを作成するにあたり、物理

基礎で学習した内容や数学で学習した一次関数・二

次関数の活用を試みていた。生徒の中には自分たち

が持っている全ての知識を利用しても一般化できる

数理モデルができないことを伝えてくる生徒も存在

し、多くの生徒があらゆる方法を使いながら非常に

創造的な活動を行い、図２に示すようにポスター発

表では様々な数理モデルが提案された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：生徒が考えた数理ﾓﾃﾞﾙの一部(そのまま掲載) 

 

4．2学期以降の展開 

 

現在、表１に示したようにユニットⅡが始まって

いる。ユニットⅡでは、ユニットⅠで学習した内容を

踏まえて、科学的な問い(リサーチクエッション)の

生成と変数の積極的な操作を天然染料での布への染

色を題材に行っている。また、ユニットⅢ・Ⅳの開発

と教育現場では欠かせない生徒の評価についての研

究も行っている。これらの報告については、後日、ど

こかの機会で報告したいと考えている。 
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